
○岡田議長 次に、田村議員。

〔田村議員質問席へ〕

○田 村議 員 会 派自 由 創政、 打っ て出 る米子 市を 目指す 田村 謙介

でご ざい ます。 戸田 議 員の代 表質 問に 関連し て３ 項目、 史跡 米子

城跡 整備 基本計 画に つ いて、 かわ まち 整備に つい て、そ して 城下

町エ リア の回遊 性向 上 につい てた だし てまい りま す。当 局の 明快

な御答弁を期待しております。

ま ず、 史跡米 子城 跡 整備基 本計 画に ついて でご ざいま すが 、先

ほど の答 弁にお きま し て、市 内の 回遊 性を高 める ことで 消費 拡大

につ なが る取組 を行 う とされ まし た。 この取 組と は具体 的に どの

ようなものなのかお尋ねいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子城 跡の 三の 丸広場 や中 海憩い のテ ラス

とい った 拠点整 備を 行 ってご ざい ます 。それ らを 含めた 拠点 へ観

光客 の皆 様など を円 滑 に周遊 を促 すた めに、 観光 案内看 板の 設置

を進 めて おると ころ で ござい ます 。ま た、イ ンフ ルエン サー を招

聘し たフ ァムツ アー を 実施し てま して 、まち なか 観光案 内所 や米

子城 跡・ 城下町 エリ ア 周辺の 飲食 店な どの情 報発 信に努 めて ござ

いま す。 あわせ て、 米 子城跡 周辺 町歩 きマッ プへ 飲食店 など の掲

載を 行い まして 、観 光 客の皆 様な どの 周遊促 進を 図って いる とこ

ろで ござ います 。こ れ らの取 組を 通じ まして 、駅 周辺か ら彫 刻ロ

ード 、米 子城跡 や城 下 町エリ アの 回遊 性を高 め、 店舗、 飲食 店や

観光 スポ ットへ の立 ち 寄りに より まし て、消 費拡 大につ なげ てい

きたいというふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。



○田 村議 員 よ く分 か りまし た。 以前 と比べ て、 この観 光案 内マ

ップ とい うのも 非常 に 充実し てき てお ります し、 ＱＲコ ード の活

用等 で利 便性も 図ら れ ている 。こ れは 非常に 喜ば しいこ とで はあ

りま すが 、この 米子 城 跡の整 備が 今進 んでお りま して、 三の 丸広

場に つい てもほ ぼほ ぼ 形がで きて きた のかな とい うふう に思 いま

すが 、こ の史跡 の周 辺 いわゆ る町 歩き をして いた だいて とい うお

話あ りま したが 、そ う ではな くっ て、 そこに 来て いただ いた 方が

そこ でお 金を使 って い ただく 、そ うい ったマ ネタ イズに つい ての

お考えをお伺いいたします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 史跡指 定地 内に おきま して は、文 化財 の価

値を 損な わない 範囲 で の活用 が求 めら れてお りま すこと から 、商

業施 設の 設置な ど継 続 的な収 益化 の取 組は難 しい と考え てご ざい

ます 。そ のため ダイ ヤ モンド 大山 観望 会やオ レン ジロー ド観 望会

を開 催い たしま して 、 米子城 跡周 辺へ の集客 を図 ります こと で、

宿泊 や飲 食とい った 観 光消費 につ なげ る取組 を行 ってい ると ころ

でございます。

ま た、 米子城 跡・ 城 下町エ リア 周辺 の米子 グル メや体 験コ ンテ

ンツ に対 する支 援な ど を通し まし て磨 き上げ を行 い、そ れら の情

報発 信を するこ とに よ りまし て、 誘客 を図り 収益 化につ なげ てい

きたいというふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かる ん ですけ れど も、 私もそ れ知 らない わけ では

なく って 、様々 な制 約 がある とい うこ とでご ざい ますが 、こ の史

跡の 指定 を受け てい る ことに よる 経済 活動へ の制 約につ いて はど



のようなものがあるのか伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 史跡指 定は 地域 の経済 活動 を妨げ るも ので

はご ざい ません が、 史 跡の整 備や 活用 を進め るに 当たり まし ては、

史跡 の現 状を変 更す る 行為に つき まし て、文 化財 保護法 に基 づき

文化 庁長 官の許 可を 得 る必要 がご ざい ます。 史跡 の整備 や活 用は

学術 的な 根拠に 基づ い て行わ れる 必要 がござ いま す。史 跡が 持つ

歴史 的価 値を最 大限 に 尊重し 、遺 構や 環境を 適切 に保護 する ため

の措 置が 求めら れま す ことか ら、 指定 地内に おき まして 、現 状変

更を 伴う 商業施 設な ど の設置 は困 難で あり、 現時 点でそ のよ うな

施設を設置する考えは持ってございません。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 で、 ここ で問題 にな ってく るの が全

国に 様々 な史跡 がご ざ います 、城 跡含 めです ね。 そこに 行っ て同

じよ うに 何もで きな い んでし ょう か。 要する に米 子だけ がで きな

いと は言 わない んで す けれど も、 他の 都市に 行け ば、や はり 土産

物屋 があ ったり とか 、 その近 隣で 何ら かのそ のま ちの商 品、 その

まち 、城 の名前 を冠 し たよう な商 品が 売られ てお ったり とか 、国

頭議 員も 言って おら れ ました けど 、米 子ラー メン である とか 、そ

うい った 米子何 々っ て いうよ うな もの がそこ に行 けば買 える とい

う状 況が 、私も 様々 全 国いろ んな とこ 行きま すが 、そう いう のが

でき る現 状とい うの が ござい ます 。そ ういっ た現 状につ いて は把

握をされているのか伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 具体的 な事 例を 詳細に は把 握して ござ いま



せん が、 他市で は保 存 協力金 制度 とし て駐車 場の 有料化 や予 約制

のガ イド ツアー を実 施 され、 時期 を限 定した 魅力 を発信 され るな

ど、 誘客 を促進 しお 金 を落と す仕 組み づくり を進 めてお られ ると

承知してございます。

ま た、 竹田城 跡を 有 する朝 来市 にお きまし ては 、訪れ てい ただ

く観 光客 の皆様 のニ ー ズを受 け、 飲食 店や宿 泊施 設が開 業さ れ、

観光 消費 につな げて お られる こと も承 知して ござ います 。以 上で

す。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 と いう こ とを承 知さ れて いるの であ れば、 なお さら

こう いっ た先進 事例 に ついて 本市 もし っかり と研 究して 取り 組ん

でい く。 マネタ イズ を 図って いく とい うこと は、 必要で はな いか

と思いますが、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本市に おき まし ては、 ダイ ヤモン ド大 山や

オレ ンジ ロード の情 報 発信に よる 認知 度向上 や誘 客促進 を行 いま

して 、観 光事業 者に よ るガイ ド、 米子 城跡周 辺の ガイド マッ プの

作成 など 観光振 興と 経 済活性 化を 進め ている とこ ろでご ざい ます。

引き 続き 他市の 事例 を 参考に しな がら 、代表 質問 の市長 の答 弁に

もあ った ような 必要 な 施策に つき まし て実施 して いきた いと いう

ふうに考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 先 ほど 触 れてい ただ きま したが 、代 表質問 にお いて

市長 から 広場の 近く で お土産 など 買え る施策 とい うもの につ いて

の言 及が ござい まし て 、非常 にす ばら しい答 弁だ ったと 思い まし



た。 これ につい て、 や はりそ の史 跡指 定地と いう のはち ょっ と難

しい なと いうの は私 も 感じる んで すが 、その 隣接 地にお ける 例え

ば都 市計 画の一 部見 直 し等、 風致 地区 等の見 直し など含 めて 、そ

うい った 商業地 区、 商 業施設 、米 子城 そばと か、 そうい った もの

のお店が出せるような見直しなどが図れないのか伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 まず 、都 市計 画法上 の整 理でご ざい ます

が、 米子 城跡の 周辺 に つきま して は、 既にそ の第 一種住 居地 域で

すと か、 あるい は商 業 地域と いう こと で用途 地域 に既に 指定 がな

され てご ざいま す。 集 客ある いは 商業 施設、 一定 のレベ ルの もの

につ いて は、一 定の 規 模につ いて は、 立地が 可能 であり ます 。今

後に つき まして は、 こ ういっ た点 につ いて積 極的 に発信 をし てま

いり たい と思っ てお り ます。 例え ば、 米子港 ・城 下町周 辺地 区の

まち づく り基本 計画 を 今策定 作業 を進 めてお りま すが、 そう いっ

た中 にあ ってで すと か 、ある いは 定期 的に行 って おりま す不 動産

事業 者を 対象に した ま ちづく り勉 強会 、こう いっ た機会 など を通

じて この 点につ いて 発 信をし てま いり たいと いう ふうに 考え てお

ります。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 ぜ ひお 願 いをし たい と思 います 。今 の現状 です と、

米子 城跡 の整備 とい う のは進 んで るん だけれ ども 、以前 はあ そこ、

その 前の 内堀通 りで す か、あ そこ なん かは球 場の 土塁に 面し たと

ころ で、 一切そ うい っ た商機 がな い通 りであ りま した。 しか しな

がら 、今 あのよ うに す ばらし い整 備が あり、 また 公園と して 秋に

完成 とい うこと にな っ てきま すの で、 そうな った 際には やは りこ



れ、 市長 がよく 言わ れ る軌を 一に して 、この 行政 、それ と地 元業

者、 そう いった 方々 と 同じわ だち を進 んで、 ぜひ あそこ に商 業地

がど んど んつい てい く 、その よう な誘 導をぜ ひ市 が率先 して 行っ

ていただきたい。これは強く要望したいと思います。

続 きま して、 既に 完 成をし てお りま す三の 丸番 所、こ れの 利用

状況について伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 三の丸 番所 の来 訪者数 は具 体的に は把 握し

てご ざい ません が、 米 子城跡 の来 訪者 数をヤ フー ジャパ ンの 行動

ビッ グデ ータを 基に 分 析いた しま した ＤＳ． ＩＮ ＳＩＧ ＨＴ を活

用し 、把 握に努 めて い るとこ ろで ござ います 。同 サイト の来 訪者

数を 基に 推計し まし た 値とい たし まし ては、 令和 ７年１ １月 が１

万 1,８ ９ ９ 人 、 同 １ ２ 月 が １ 万 ４ ３ ６ 人 、令 和８ 年１月 が 9,４ ０

３人でございました。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田村議員 分かりました。詳細にありがとうございます。

こ れで いくと 、年 間 約１０ 万人 以上 が来て いる 場所と いう こと

にな りま す。こ の１ ０ 万人の 方が 、例 えば５ ００ 円とか 、３ ００

円で もい いんで すけ れ ども、 これ 使っ ていく とい うよう なこ とを

考え ると 、やは りそ れ は一つ の商 売と しては やっ ていけ るん じゃ

ない かと いうふ うに 考 えてお りま す。 この三 の丸 番所と いう のを

見て ます と、正 面見 て 右側、 駐車 場側 から見 て右 側、ち ょっ と屋

根の ある スペー スが あ るんで すけ れど も、あ あい ったと ころ に、

例え ばま ちなか 観光 案 内所さ んな んか のサテ ライ ト店舗 等を イベ

ント のと きに出 す、 で きれば 恒常 的に 仮店舗 が出 店でき たり とか、



私も 以前 御提案 して お ったよ うな キッ チンカ ー等 が毎月 この 日は

来ま すと いうよ うな 広 報を伴 って 、市 民の皆 さん にもそ こで お金

を使 って いただ くと い うよう なこ とが 可能に なっ てくる と思 うん

です が、 こうい った サ テライ ト店 舗こ れの出 店に ついて の可 能性、

これを伺いたいと思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 三の丸 番所 はス ペース の制 約上、 店舗 など

を出 店す るとい うこ と はちょ っと かな いませ んが 、三の 丸駐 車場

の一 部で は一定 の基 準 を満た す場 合に 、先ほ ど議 員がお っし ゃい

まし た、 キッチ ンカ ー などの 出店 とい うとこ ろは 可能に なっ てい

るところでございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 今ま での 答弁を 振り 返って も、 やは

りそ こで 商売、 直接 そ の城跡 本体 でお 金を生 むと いうこ とよ りは、

至近 距離 にある そう い ったと ころ 、ま た駐車 場で 不定期 なが らも

マネ タイ ズが図 られ る という こと が示 された と思 います が、 やは

り米 子城 跡とい うこ の 名前の つく その 場所で 、米 子城と いう もの

単体 で観 光地化 、収 益 性を伴 う観 光地 化を目 指す べきだ とい うふ

うに 考え ており ます 。 文化振 興の 側面 が非常 に強 いのか なと いう

ふう に思 ってお りま す が、こ れに つい ては一 生懸 命お願 いし て、

伊木 市長 の下で 組織 改 編をし てい ただ き、教 育委 員会か ら経 済部

に移 管し たとい う経 緯 がござ いま す。 やはり これ は経済 につ なげ

てい ただ く必要 があ る と強く 思っ てお ります 。こ の観光 地化 につ

いて市の見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。



○石 田文 化観光 局長 米子城 跡は 日本 最強の 絶景 の城に 選ば れた

こと から 、各種 媒体 を 通じま して 情報 発信を 行っ ており ます 。ダ

イヤ モン ド大山 観望 会 、オレ ンジ ロー ド観望 会、 明けま して 米子

城！ など の各種 イベ ン トも定 着し てき ている とい うふう に考 えて

ござ いま す。最 近で は 新たな 魅力 とし て鯛石 の発 信もさ れ、 登城

され た皆 様に喜 ばれ て いると ころ でも ござい ます 。あわ せま して、

民間 事業 者によ りま す ダイヤ モン ド大 山観望 会の ツアー の催 行や

周辺 で文 化体験 とい っ たコン テン ツの 造成も 進め ていた だい てお

りま す。 引き続 き関 係 各所と 連携 した 米子城 跡を 中心と した 観光

施策 を展 開いた しま し て、観 光客 の滞 在時間 延長 を図り 、観 光消

費の 拡大 につな げて い きたい とい うふ うに考 えて ござい ます 。以

上です。

○岡田議長 田村議員。

○田村議員 ぜひお願いをしたいと思います。

続きまして、かわまち整備についてお伺いをいたします。

こ の項 目につ きま し ては、 私、 昨年 １２月 議会 につい ても 同様

の項 目で 質問を して お りまし て、 重な る部分 があ るかと 思い ます

が、御容赦お願いしたいと思います。

そ れで は、か わま ち 整備、 これ 今ま で我々 かわ まち、 かわ まち

と言 って おりま した が 、よう やく 名称 が決定 とな りまし た。 中海

憩い のテ ラスと いう 名 称です ね、 これ すばら しい なと思 った んで

すが、この名称決定に至るプロセスについてお伺いします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 令和７ 年１ ２月 ２２日 から 令和８ 年１ 月１

６日 の間 にかけ まし て 、市民 や在 勤者 、出身 者の 皆様を 対象 に名



称の 公募 を行い まし た 。有効 応募 数は ８０件 でご ざいま した 。応

募さ れた 名称案 の中 か ら庁内 に設 置し ました 選考 委員会 の選 考に

より まし て、名 称を 中 海憩い のテ ラス に決定 した もので ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 こ のか わ まち整 備に つい ては、 平成 ３１年 ３月 に中

海・ 錦海 かわま ちづ く り計画 とい うの が示さ れま して、 そこ で委

員会 の説 明等を 受け て おりま した 。し かしな がら 、この 当初 計画

から 若干 変更と なっ た 部分と いう のが 散見さ れま す。こ の部 分に

ついての原因と対応状況についてお伺いします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 市民や 観光 客の 皆様が 集う 憩いの 場所 とす

るた めに 、芝生 広場 や トイレ 、屋 根つ きの休 憩所 などの 便益 施設

を拡 大し 、駐車 場の 縮 小を図 って おり ます。 また 、駐車 場の 縮小

に伴 いま して、 乗り 入 れ可能 なバ スの 設定を 、大 型バス から 中型

バスに変更しているところでございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 この 大型 バスが 入れ なくな った って

いう のは 非常に 痛い な という ふう に思 ってお りま して、 致し 方な

いの かな と。し かし 中 型バス は入 れる よとい うこ となの で、 そう

いっ たグ ループ にど ん どん来 てい ただ きたい とい うふう に思 うん

です が、 当初は 、こ の 整備の イメ ージ 図、い わゆ るパー ス図 にお

いて 、民 有地、 ここ に テラス 、何 らか の商業 施設 が描か れて おり、

我々 もこ れはど うい っ たもの が入 るの かなと いう のを非 常に 楽し

みに この ７年間 過ご し ておっ たわ けで ござい ます が、昨 日現 在も



普通 の作 業小屋 って い うんで すか 、工 事の小 屋と か石が ごろ ごろ

して いる と、そ うい う 状況の 中で 間も なくこ れの オープ ン、 テー

プカットが行われるということでございました。

今 頃そ れ言っ たっ て 仕方な いの かも 分かり ませ んが、 この 民有

地の 利活 用につ いて は 午前中 の戸 田議 員から の質 問でご ざい まし

たが 、や はりす ぐに こ の利活 用に つい ては方 針を 出して 、そ れに

つい て民 間事業 者、 商 工会議 所だ とか 、地権 者と の協議 をと いう

お話 あり ました が、 ７ 年間こ れが ずう っとあ って 、この 計画 でこ

こが 民有 地を当 てに し てる、 この パー ス図に おい ても飲 食店 の出

店等 を想 定とな って お るんで すが 、こ の交渉 がさ れてな かっ たの

かと いう ふうに 思っ て おりま す。 これ はまさ に軌 を一に して いな

い。 国、 県、市 は一 に なって るん だけ れども 、そ れを包 含し てい

る民 有地 の所有 者の 方 とは一 にな って なかっ た。 これは 指摘 せざ

るを 得ま せんが 、現 在 の民有 地の 利活 用方針 につ いてお 伺い しま

す。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 本市は 民有 地に 対しま して 利活用 方針 を特

段有 して おりま せん が 、市長 の答 弁に ござい まし たよう に、 市民

や観 光客 の皆様 が集 っ ていた だく 憩い の場所 とな るため には 、民

有地 の有 効活用 も大 切 である とい う認 識は持 って ござい ます 。中

海憩 いの テラス に隣 接 する民 有地 につ きまし ては 、活用 に向 けて

引き 続き 関係者 と調 整 してま いり たい という ふう に考え てご ざい

ます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま すが、 これ につ いては 所有 者の方 との 協議



がい つま でかか るの か 分かり ませ ん。 その方 が商 機を感 じて 店を

され るの か、そ の方 が 借地と して 出し て、そ こに 商機を 感じ るほ

かの 事業 者さん が店 舗 を建て るな ど、 様々な パタ ーンが ある と思

うん です けれど も、 も しそれ が進 まな いので あれ ば、こ の国 、県、

市が 整備 したこ こを 民 間任せ で、 風任 せの状 態で 、いつ まで も放

置し てい いとい うふ う には私 は思 いま せん。 もし それが でき ない

ので あれ ば、こ れに つ いては もう 公有 地化を 図っ て、市 が率 先し

てこ の整 備を取 り組 む べきで はな いか と私は 考え ますが 、市 の見

解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 隣接す る民 有地 につき まし て、計 画策 定時

から 市で の公有 地化 は 考えて ござ いま せん。 現時 点にお いて もそ

の考 えは 変わっ てい な いとこ ろで ござ います 。ま ずは、 重ね にな

りま すが 、民間 事業 者 の皆様 のお 力を 借りな がら 、中海 憩い のテ

ラス が一 層活用 して い ただけ るよ うに 調整を 進め たいと いう ふう

に考えてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 ま あ仕 方 がない です ね。 これは 買え 買えと は私 は言

いま せん 。やは り民 間 さんが おや りに なるこ と、 これを しっ かり

と、 市も このテ ラス と いう名 前が つい ており ます 。テラ スと いう

のは 調べ ますと 建物 か ら屋外 に接 する 、そう いっ た場面 、そ うい

った 場所 だとい うこ と になり ます が、 これで いく と現在 はも う駐

車場 とい うこと にな り ます。 テラ スと いうこ の名 前がい いも のが

つい たの にもか かわ ら ず、そ の結 節点 という こと ではな い状 態っ

てい うの は早期 に解 消 してい ただ きた い。こ れは 強く要 望し たい



と思います。

次 に、 このコ ンセ プ トの中 で米 子駅 周辺と の結 節点と いう もの

を目 指す という 考え 方 がござ いま した 。これ につ いてど うい うこ

となのか市の見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 米子駅 周辺 から 米子城 跡、 中海憩 いの テラ

ス、 城下 町周辺 につ な がる動 線は 、市 民や観 光客 の皆様 など の周

遊に より まして 、人 流 が発生 する エリ アにな り得 るとい うふ うに

考え てご ざいま す。 中 海憩い のテ ラス には、 駐車 場やバ ス停 留場

の整 備を 進めて おり ま して、 人流 の結 節にな るも のと考 えて いる

ところでございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 こ れ結 節 点とい うの は一 つ想定 の中 には、 加茂 川の

遊覧 船と いうも のが 、 インフ ラと して 当初お あり になっ たの では

ない かと いうふ うに 思 ってお りま す。 先般も 門脇 議員の 一般 質問

で、 加茂 川の利 活用 に ついて 、こ の加 茂川遊 覧船 につい ての 指摘

がご ざい ました 。や は り、私 も議 会で も指摘 して おるん です が、

運航 事業 者の方 の継 続 性、そ うい った ものが 担保 されて ない 状況

の中 で、 この船 着場 が 整備さ れて いる という こと になり ます と、

これ 使う んです かと 、 使える んで すか ってい うこ とをや はり 危惧

して まい ります 。そ う なって くる ので あれば 、や はりそ うい った

リス クヘ ッジを 図る 意 味でも 、市 内観 光に資 する インフ ラで ある

とす るな らばで すよ 、 遊覧船 が。 であ れば、 この 事業の 継続 性に

つい て、 やはり 各種 団 体等と 協議 とい うのを する べきで はな かっ

たのかというふうに考えますが、見解を伺います。



○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 中海憩 いの テラ スには 、親 水護岸 や船 着場

を整 備し ていま すこ と から、 加茂 川・ 中海遊 覧船 や水上 アク ティ

ビテ ィー のより 一層 の 活用や 利活 用促 進につ いて 、地域 の観 光事

業者 をは じめ関 係事 業 者の皆 様の 御意 見を伺 いな がら進 めて いき

たい とい うふう に考 え てござ いま す。 遊覧船 は本 市の城 下町 観光

の大 切な コンテ ンツ で あり、 中海 憩い のテラ スや 城下町 の観 光資

源と 連携 するこ とで 、 城下町 エリ アを 中心と した 観光振 興が 図ら

れる と考 えてお りま す ことか ら、 引き 続き事 業者 の皆様 のお 力添

えを いた だき、 必要 な 施策を 講じ てい きたい とい うふう に考 えて

ございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 こ れに つ いては 、や はり 民間の 方に お任せ では なく

て、 近く に松江 城の 遊 覧船で あっ たり とか、 福岡 県柳川 市な んか

もそ うい った遊 覧船 、 城下町 の遊 覧船 という のを 持って らっ しゃ

る。 そう いった もの の 情報を しっ かり 集めて 、や はりそ うい った

どう いう 形で事 業継 続 が図ら れて いる のかと いう ことに つい ては

しっ かり と勉強 して い ただい て、 これ をみす みす 失うな んて いう

こと は絶 対にな いよ う に、こ れは 市と しては 対応 いただ きた いと

いうふうにこれも強く要望をしたいと思います。

次 に、 これも 質問 で 出てお りま した が、こ の下 町エリ アへ の誘

導策 とい うもの につ い て、こ れは 至近 距離に ござ います この 駐車

場に 止め て、歩 いて 下 町エリ アに 行っ ていた だく という よう なこ

とに つい ては、 先般 の 委員会 でも 稲田 委員の ほう から歩 道、 横断

歩道 につ いての 危険 性 という のは 指摘 があっ てご ざいま す。 そう



いっ たも のも含 めて 、 誘導策 、ど のよ うに、 快適 にそち らに 行っ

てい ただ くのか 、そ の 案内手 法も 含め て、ど のよ うなも のを 想定

していらっしゃるのか市の見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 中海憩 いの テラ スが米 子駅 周辺と 城下 町エ

リア をつ なぐ結 節点 と なるこ とで 、市 民や観 光客 の皆様 など を米

子駅 から 彫刻ロ ード 、 米子城 跡、 湊山 公園、 米子 港方面 へと 中海

側か ら城 下町へ 誘導 す るよう なル ート を構築 して いきた いと いう

ふう に考 えてご ざい ま す。城 下町 エリ アへの 誘導 に向け まし ては、

観光 案内 看板の 設置 や 既存の 米子 城跡 周辺ま ち歩 きマッ プ、 いわ

ゆる 「よ なごじ ょう お さんぽ クエ スト 」へ中 海憩 いのテ ラス を掲

載を 行い まして 、周 遊 を図っ てい きた いとい うふ うに考 えて ござ

います。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 では 、先 ほど御 答弁 にござ いま した

誘導看板、これの設置方針についてお伺いします。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 これま で米 子駅 周辺や 城下 町エリ アに 観光

客の 皆様 の周遊 性を 高 めるた めに 、多 言語観 光案 内看板 を複 数基

設置 して ござい ます 。 中海憩 いの テラ スにも 同様 に城下 町エ リア

や駅 周辺 への円 滑な 周 遊に向 け、 多言 語観光 案内 看板の 設置 を予

定しているところでございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 これ も何 度も質 問し て委員 会で もお

願い をし ておっ た案 件 なんで すけ れど も、湊 山公 園、い わゆ るホ



スピ タル パーク です か 、これ の整 備が 進もう とし ている 、そ うい

った エリ アと今 回の 中 海憩い のテ ラス 、これ をも う一旦 県道 をま

たが ずに 直接結 ぶ遊 歩 道、こ れの 整備 につい て要 望を重 ねて おり

ます。これについて再度市の見解を伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 遊歩 道に つき まして は、 先ほど 市長 から

答弁 がご ざいま した と おりで ござ いま す。今 後の 利用状 況で すと

か、 今お っしゃ った 新 しくで きた 遊歩 道の利 用状 況です とか 、あ

るい は下 水道の 中央 ポ ンプ場 の移 設の 時期な ど踏 まえな がら 、今

後検討していくこととしているところであります。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 今後 の検 討とい うこ とで、 これ は楽

しみ にし たいな と思 い ますし 、市 民の 方にも ぜひ 、その 必要 性と

いうのを感じていただきたいというふうに考えております。

こ の項 目最後 にな り ますが 、か わま ち整備 が行 われる この エリ

アも 含め て、新 たな ウ オーカ ブル エリ ア、今 ウオ ーカブ ル整 備と

いっ たら もう駅 前と か そうい った もの が目立 つん ですが 、そ うい

った もの のルー トと し て、今 後一 帯の 整備と いう ものを 前向 きに

検討していただきたいと考えておりますが、見解を伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 この 米子 城の 周辺に おき まして は、 まず

湊山 公園 が今後 リニ ュ ーアル がな され ます。 また 来年度 、米 子城

三の 丸広 場が新 たに 完 成する とい うこ とで、 非常 に多く の資 源が

点在 して いるエ リア で もござ いま す。 できる だけ 資源を 一体 性を

持た せな がら周 遊性 を 高めて いく べき という ふう に私ど も考 えて



おり ます ので、 遊歩 道 も含め て、 いわ ゆる一 体的 なウオ ーカ ブル

エリ アと しての 整備 を してい くこ とは 有効な 手法 だと考 えて ござ

いま す。 今後様 々な 諸 条件を クリ アし ながら 、検 討して いき たい

というふうに考えております。以上であります。

○岡田議長 田村議員。

○田村議員 ありがとうございました。

○岡田議長 暫時休憩といたします。

午後２時５０分 休憩

午後３時０３分 再開

○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

田村議員。

○田 村議 員 そ れで は 、最後 の項 目、 城下町 エリ アの回 遊性 向上

についてお伺いをしてまいります。

新 たな 案内看 板に つ きまし て、 城下 町エリ アに ついて 先般 きれ

いな 看板 が設置 され て おりま した 。私 も非常 にい いなと いう ふう

に思 った んです が、 こ のＱＲ コー ドを 活用し た多 言語化 、そ うい

った もの を図れ ない の かなと いう ふう に感じ まし た。見 解を 伺い

ます。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 今年度 、加 茂川 沿いの ポケ ットパ ーク に多

言語 対応 の観光 案内 看 板を設 置い たし ました 。令 和８年 度に は、

中海 憩い のテラ スに 同 様の観 光案 内看 板の設 置を 予定し てご ざい

ます 。案 内看板 には 各 施設の ＱＲ コー ドを掲 載し ており まし て、

その 施設 のホー ムペ ー ジが閲 覧で きる ように して いるも ので ござ



います。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かる ん ですけ れど も、 私が言 いた かった のは 、各

施設 のエ リアに 小さ い ＱＲコ ード がい っぱい 貼り 付いて るっ てい

うの は分 かるん です 。 そうで はな くっ て、外 国人 の方が 例え ばそ

れぱ っと やって も日 本 語のも のが 出て くるわ けで して、 そう じゃ

なく って 、下の とこ ろ に外国 人の 方は こちら とい うよう なも のが

あっ て、 それを する と ポータ ルサ イト のよう なも のが言 語で 開け

ると いっ たもの を想 定 して御 提案 をし ておる もの でござ いま す。

これ につ いては 追加 の 質問は いた しま せんけ れど も、今 後そ のよ

うな 対応 をぜひ いた だ きたい 。私 も先 般、そ こを ずっと 歩い てま

すと やは り外人 さん っ て、一 見し てで すね、 外国 の方と いう 方も

いら っし ゃいま した 。 そうい った もの もお迎 えす るおも てな しの

心で 、ぜ ひ整備 をい た だきた い。 これ はお願 いを したい と思 いま

す。

次 に、 もう一 つ古 い 看板が ある んで すね。 遊覧 船乗り 場の 近く

に看 板が ござい ます 。 これ実 は多 言語 化対応 とい うこと で、 これ

を請 け負 った業 者さ ん から、 私が やっ ている 国際 交流団 体の ほう

に多 言語 の翻訳 をし て ほしい とい うよ うな依 頼が ござい まし て、

お手 伝い をさせ てい た だきま した 。そ の際に しつ らえと いう のを

見せ ても らった んで す けれど も、 明ら かにこ のか わまち 整備 が行

われ るそ の場所 に、 図 面の説 明が どお んと四 角い のが落 ちて いる

状態 でし て、左 下に 。 これ私 から 意見 申し上 げて 、ここ はか わま

ち整 備が 行われ ると こ ろが隠 れち ゃっ てるの で、 それを 持ち 上げ

てく れと いうふ うに 申 し上げ まし た。 結果、 そこ がちょ うど きれ



いに 上が って、 かわ ま ちのと ころ が白 紙にな って いると いう 状況

がご ざい ます。 これ に よって 、詳 細、 これか わま ち整備 が終 わっ

た後 には こうい った も のが書 き加 えら れる状 況と いうの をつ くっ

てお るわ けです が、 こ れにつ いて はか わまち 整備 、中海 憩い のテ

ラス 完成 後に御 対応 い ただき たい と、 これを お願 いした いん です

が、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 観光案 内看 板の 掲載内 容に つきま して は、

議員 がお っしゃ いま す ように 期間 の経 過によ りま して情 報の 変更

が生 じる という こと が ござい ます ので 、一定 期間 ごとに 更新 する

こと を想 定して ござ い ます。 それ で、 中海憩 いの テラス の情 報に

つき まし ては、 先ほ ど 御答弁 いた しま した観 光案 内看板 のほ うに

情報を新しくするような予定にしてございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田村議員 分かりました。ぜひお願いをいたします。

そ れで は、例 えば 城 下町エ リア の９ 店舗も しく は空き 家等 に対

して 、現 在数店 舗、 ベ トナム 料理 の店 であっ たり とか、 ゲス トハ

ウス であ ったり 、そ う いった もの の出 店の動 きと いうの はあ って

ござ いま す。そ うい っ た場合 、新 たな 店舗の 出店 があっ た際 に、

こういうものが都度、加筆ができるものなのか伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 先ほど 御答 弁さ せてい ただ きまし たよ うに、

看板 につ きまし ては 一 定期間 で更 新を するこ とを 想定し てご ざい

ます 。掲 載する 施設 に つきま して は、 更新時 に掲 載の全 体的 なバ

ラン スを 考えな がら 検 討する こと を考 えてご ざい ます。 以上 です。



○岡田議長 田村議員。

○田村議員 これもぜひお願いをしたいと思います。

続 きま して、 長田 茶 店周辺 につ いて は、御 努力 によっ て喫 茶の

よう なド リンク を提 供 された りと か、 まち歩 きに コーヒ ーを 持っ

て歩 くと いうよ うな 、 そうい った 拠点 になり 得る 整備と いう のを

長田 さん のほう でし て いただ きま した 。こう いっ たもの の周 辺に

つい て、 やはり まち 歩 きの回 遊性 を向 上する とい う観点 から 再整

備と いう ものは でき な いのか な。 照明 であっ たり とかで すね 、そ

うい った ものを 風情 の あるも のに 置き 換える など の対応 がで きな

いのか見解を伺います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 現在、 長田 茶店 周辺の 再整 備につ きま して

は具 体的 な計画 は持 ち 合わせ てお りま せんが 、地 元の方 から 道路

の美 装化 を求め る声 は 伺って おり まし て、今 後の 民間事 業者 の動

きな どを 踏まえ た上 で 、整備 の必 要性 をよく 見極 めなが ら検 討し

てまいりたいと考えておるところでございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 これ も地 元から の要 望とい うの は私

も承 知し ており ます 。 ぜひ連 携し てい ただい て、 進めて いた だき

たいというふうにお願いをしておきます。

次 に、 平成１ ７年 で したっ け、 街な み環境 整備 事業と いう のが

ござ いま した。 連檐 し ている 建物 の、 歴史的 な価 値を見 いだ すと

いう よう な観点 から 、 屋外に 出て いる 白いエ アコ ンの室 外機 だっ

たり とか 、現代 を感 じ させる よう なも のを木 で覆 ったり とか 、そ

うい った ような まち 歩 きに資 する 整備 という のが 、何か 年で した



か、 平成 ２５年 まで 実 施され たと いう ふうに 記憶 をして おり ます。

こう いっ たもの が、 こ れは国 の事 業で あった と思 うんで すけ れど

も、 再度 、この 城下 町 エリア の回 遊性 向上、 すな わちこ のか わま

ち整 備が 進んで 、三 の 丸広場 もで きて という よう な、こ れを この

機を 捉ま えて、 この 事 業とい うの を市 独自と は言 いませ んが 、ぜ

ひ国 ・県 と相談 して い ただい て、 再度 同様の 整備 事業と いう のを

取り 組め ないの かと い うこと を、 これ はぜひ 要望 したい と思 いま

すが、市の見解を伺います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 議員 が触 れら れまし た街 なみ環 境整 備事

業に つい ては、 過去 に 実施を いた しま した。 城下 町エリ アの 道路

の美 装化 ですと か、 例 示で挙 げら れま した家 屋の 修景、 その ほか

加茂 川広 場の整 備な ど を行っ たと ころ であり ます 。今、 同様 な取

組と いた しまし て、 同 じく国 交省 の補 助事業 で都 市構造 再編 集中

支援 事業 、この 活用 を 念頭に いた しま して、 米子 港、そ して 城下

町周 辺地 区の魅 力を 高 めるた めの 計画 策定作 業を 進めて おり ます。

この 補助 金につ きま し ては、 道路 の美 装化な どだ けでは なく て、

例え ば湊 山公園 みた い な大規 模な 公園 のリニ ュー アルで すと か、

ある いは 山陰歴 史館 の ような 拠点 の再 整備、 こう いった もの にも

活用 が可 能でご ざい ま して、 非常 に幅 広く使 えま す。で きる だけ

この 補助 金を私 ども と しては 有効 に活 用して まい りたい とい うふ

うに 考え ており ます 。 今地元 の皆 様方 と意見 交換 を重ね てお りま

すの で、 御要望 とか 御 意見に つい ては 、この 基本 計画の 中に でき

るだ け反 映をさ せて い きたい とい うふ うに考 えて おりま す。 以上

であります。



○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 前 向き な 御答弁 でし た。 本当に あり がとう ござ いま

す。ぜひともお願いしたいと思います。

そ れで は、続 きま し て、こ れも 私１ ２月議 会で 言いま した ＱＲ

コー ドを 使った まち 歩 きアプ リの 導入 、寺町 だっ たりと か何 寺、

何寺 とい うのを ＱＲ で スタン プを 押し ていく よう な、次 々と 歩い

てい く、 そうい った 仕 掛けづ くり につ いて前 向き な答弁 を頂 戴し

たと ころ でござ いま す が、こ れに つい ては、 やは り先ほ ど申 し上

げた よう に、か わま ち 整備が でき たり 、三の 丸が 整備が でき たり

とい うよ うなこ の機 を 捉えて 早期 に実 現して いた だきた いと いう

ふうに要望したいと思いますが、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 令和８ 年度 に中 海憩い のテ ラスや 米子 城跡

の三 の丸 広場が 完成 し ますこ とか ら、 これら を契 機とい たし まし

て、 城下 町や米 子城 跡 への周 遊を 促進 してい きた いとい うふ うに

考え てご ざいま す。 そ の取組 の一 つと いたし まし て、米 子城 跡周

辺まち歩きマップの改訂を予定しているところでございます。

議 員が おっし ゃい ま すＱＲ コー ドの まち歩 きア プリに つき まし

ては 、導 入・管 理・ 運 営が比 較的 容易 なウェ ブ版 の活用 の検 討を

進め てい るとこ ろで ご ざいま す。 米子 城跡三 の丸 広場の オー プニ

ング イベ ントに 向け て 準備を 進め てい きたい とい うふう に考 えて

ございます。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 あ りが と うござ いま す。 非常に うれ しく思 いま すし、

この タイ ミング をし っ かりと 図っ てや ってい ただ けると いう こと



は非 常に うれし く思 い ます。 どう ぞよ ろしく お願 いいた しま す。

本当にありがとうございます。

続 きま して、 この 加 茂川周 辺に つき まして は、 私も歩 いて みる

と、 空き 店舗だ った り とか空 き住 宅の ような もの が散見 され てお

りま す。 昔は貸 しテ レ ビ屋だ った よう なとこ ろが 、ぽか っと 開い

てた りと か、非 常に も ったい ない なと いうふ うに 思うん です が、

１店 舗だ けたこ 焼き 屋 さんが 入っ てた りとか いう ことが ござ いま

す。 こう いった もの の 空き店 舗情 報と いうの は市 として は把 握を

されてらっしゃるんでしょうか伺います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 加 茂 川周辺 の中 で商 店街エ リア でござ いま す本

通り や笑 い通り 周辺 に ついて は、 市が 実施い たし ます空 き店 舗調

査の 対象 区域に 含ま れ ており 、空 き店 舗の状 況を 把握し てい ると

ころ でご ざいま す。 一 方で、 尾高 町か ら下流 域の エリア につ きま

して は、 現時点 で調 査 対象区 域と はな ってお りま せん。 一部 で新

規出 店の 動きが ある こ とは承 知し てお ります が、 詳細な 状況 につ

いては把握をしていないところでございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 こ れに つ いては 、戸 田議 員から も工 業用地 の話 なん

かも 出ま した。 市と し て空き 家バ ンク ではな いん ですけ ども 、こ

うい った ところ が空 い てて、 こう いっ たとこ ろが 商売適 して ます

よと いう ような 情報 を ぜひ提 供で きる ような 体制 という のを 取っ

てい ただ けない か、 民 間任せ で勝 手に おやり にな ってい ると いう

こと では なくっ て、 戦 略的に 、こ こか らここ まで の動線 を人 に歩

いて いた だく。 しか も 、マネ タイ ズを 伴うと いう ことを 考え てい



ただ いて 、ぜひ その 情 報を共 有い ただ いて、 提供 をして いた だく

と。 商工 会議所 さん 等 とも連 携を いた だくと いう ような こと もあ

るか と思 います が、 こ れにつ いて はぜ ひお願 いし たいと 思い ます。

次 に、 これも 先議 会 でお話 しし てお ります 、加 茂川緑 地と 対岸

にあ る加 茂川公 園と い うもの につ いて の連絡 橋に ついて 要望 させ

てい ただ きまし たが 、 当面の 間は 隣に ある京 橋を 使うと いう よう

なお 話が ござい まし た 。これ につ いて は、当 面の 間はと いう のは

非常 に私 も仕方 がな い かとい うふ うに 思うん です が、や はり この

ウオ ーカ ブルと いう こ とを考 えま すと 、そこ をま ち歩き とし て非

常に 有効 なルー トに な るとい うこ とと 、もう 一つ は、こ の対 岸を

挟ん で、 別々に 存在 す るこの 加茂 川緑 地と加 茂川 広場と いう もの

を連 携す ること によ っ て、例 えば 桜ま つりな ど、 川沿い の、 緑地

側の 桜を めでて 、広 場 のほう で例 えば 出店が あっ てみん なで そっ

ちで イベ ント等 が行 わ れると いう よう な使い 方も できる わけ でご

ざい まし て、地 元の 方 からは 非常 に要 望が高 いと いうふ うに 私も

感じ ます し、取 材で 私 、２時 間ぐ らい あの辺 うろ うろし て、 そこ

で出 会っ た数名 の方 に 、すみ ませ んが という こと で、こ こに もし

橋が あっ たらど うで す かって 言っ たら 、皆さ んぜ ひやっ てほ しい

と、 それ ええ話 だが な ってい うよ うな 反応が ござ いまし た。 東京

から 来た という 女性 が １人い たん です けど、 そん なすて きな こと

をすぐやってくださいというふうに言っておられました。

そ うい ったニ ーズ と いうの が、 京橋 という のは もちろ ん米 子の

宝と して あるん でし ょ うけれ ども 、や はりそ の有 効活用 、せ っか

くき れい に整地 して き れいな 公園 がで きてる わけ ですが 、今 現在

残念 なが ら活用 され て いると は思 えま せん。 こう いった もの につ



いて はぜ ひ取り 組ん で いただ きた いと いうふ うに 感じま すが 、こ

の検討状況についてお伺いします。

○岡田議長 伊達都市整備部長。

○伊 達都 市整備 部長 加茂川 緑地 と加 茂川広 場の 連絡橋 の整 備と

いう こと でござ いま す が、城 下町 エリ アの周 遊性 を高め るた めの

施策 の一 つにな り得 る と認識 して おる ところ でご ざいま すが 、そ

の整 備に つきま して は 、費用 対効 果や ほかの 事業 等の優 先度 など

を十 分に 検討し た上 で 判断し てい く必 要があ ると 考えて おる とこ

ろで ござ います 。現 在 のとこ ろ、 連絡 橋整備 につ きまし ては 、具

体的 な検 討は行 って お りませ んが 、ま ずは歩 行者 の安全 性確 保の

ため に、 周辺市 道に お けます 交通 規制 の実施 や路 面標示 等に よる

歩行 者動 線の明 確化 な どの対 策を 検討 しなが ら、 周辺の 既存 橋を

活用 し、 エリア 内を 周 遊をし てい ただ く方向 で考 えてお ると ころ

でございます。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 分 かり ま した。 城下 町エ リアの 周遊 性を高 める 施策

の一 つに なり得 ると の 認識を 頂戴 しま した。 これ につい ては 、や

はり 市と しても 、こ れ あった ほう がい いよね と、 あった らい いよ

ねと いう ような お考 え である とい うふ うに前 向き に捉え たい と思

いま す。 これに つい て は、ぜ ひウ オー カブル 整備 という のが 、こ

れは 何度 も言っ てま す けれど も、 市と しては 歩い て楽し いま ちと

いう こと を目指 され る のであ れば 、や はりそ うい ったも のも ウオ

ーカ ブル 整備の 一環 と して取 り組 むべ きでは ない かとい うふ うに

感じますが、再度見解を伺います。

○岡田議長 伊達都市整備部長。



○伊 達都 市整備 部長 まずは 、現 在城 下町エ リア 内で計 画さ れて

おり ます 歩いて 楽し い まちづ くり に向 けた取 組な どによ り、 エリ

ア内 の周 遊性や 魅力 を 向上さ せた 上で 、連絡 橋整 備の必 要性 や優

先度 など につき まし て 判断を して まい りたい と存 じます 。以 上で

す。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 そ れで 、 この加 茂川 沿い に、い わゆ る１段 、船 着場

の辺 りに もある んで す けれど も、 数メ ーター 川側 にせり 出し たテ

ラス のよ うなエ リア が ござい ます 。こ ういっ たも のを何 かで 活用

でき ない かなと いう ふ うに思 って おり ます。 以前 、私、 御提 案し

て、 地域 おこし 協力 隊 等の御 協力 によ って、 あそ こで白 壁土 蔵の

ライ トア ップと いう の を実証 実験 やっ たこと があ りまし た。 その

とき には 、先般 も申 し 上げた と思 いま すが、 約５ ００名 ぐら いの

方が 一晩 で集ま って こ られた とい うこ とでし て、 こうい った 方々

が護 岸の テラス 部分 で 、例え ばコ ーヒ ーを飲 んだ りとか 、そ うい

った よう な風情 を楽 し むよう なエ リア になる んじ ゃない かと いう

ふう に感 じてお りま す 。もち ろん 危険 回避の 柵は 必要だ と思 うん

です けれ ども、 大阪 の 道頓堀 川な んか もそう いっ たテラ ス整 備と

いう のは なされ て人 が 集まる 。私 が大 阪おっ たと きはあ んな もん

なか った んです けど も 、最近 行っ たら 、ええ っと びっく りす るぐ

らい 人が 集う場 所に 変 わって るん です ね。な ので 、こう いっ た加

茂川 のテ ラスに つい て は観光 整備 した らどう かな という ふう に、

これは御提案したいと思いますが、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 加茂川 護岸 のテ ラスの 活用 につき まし ては



令和 ２年 度に秋 の加 茂 川まつ りの イベ ントの 一環 とされ 、加 茂川

広場 で民 間団体 の方 々 が提供 され るド リンク など を城下 町や 河川

空間 の雰 囲気を 感じ な がら飲 食で きる スペー スと いたし まし て、

そち らの 部分に ベン チ などを 設置 され たこと がご ざいま す。 今後、

護岸 部の 活用に つい て 民間団 体な どの 具体的 な意 向があ る場 合に

は、 必要 に応じ 支援 な ど行っ てい きた いとい うふ うに考 えて ござ

います。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 ぜ ひお 願 いした いと 思い ます。 民間 団体が 勝手 にお

やり にな ったと いう こ とでは なく てそ ういっ た可 能性に つい て、

しっ かり 市とし ても 活 用でき ます よと 、例え ば県 の許可 であ った

りと かい ろんな もの が あると 思う んで すけれ ども 、ある 一定 のク

リア すべ き課題 をク リ アさえ すれ ば、 こうい った すてき な空 間が

ある んで すとい うよ う なこと が言 える と思い ます ので、 それ につ

いて はぜ ひ積極 的に 、 情報提 供な ど、 発信な どを 行って いた だき

たいというふうに要望したいと思います。

そ れで 、次、 この 彫 刻ロー ドと いう のが、 これ 戸田議 員か らも

度々 出て おりま した が 、これ がか わま ち整備 の近 くの辺 りで 途絶

をし てい るとい う状 況 がござ いま す。 これ、 あそ こまで この ＱＲ

コー ド、 ピッピ ピッ ピ 、作品 名を たど りなが らま たＱＲ コー ドで

のス タン プラリ ー的 な 形で歩 いて こら れた方 がそ こから 先が 途絶

して ると いう状 態が ご ざいま すが 、こ れにつ いて は寺町 のＱ Ｒコ

ード のス タンプ ラリ ー という のも 、も うこれ は前 向きな 答弁 をい

ただ いて おると ころ で すが、 その 先に あるお 地蔵 さん、 これ 市長

から もご ざいま した 。 そうい った もの も彫刻 作品 と見立 てて 、そ



こを たど って歩 くと い うよう な活 用も できる んじ ゃない かと いう

ふう に感 じてお りま す 。これ はぜ ひ観 光資源 とし て取り 組ん でい

ただきたいと思いますが、見解を伺います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 彫刻ロ ード や地 蔵巡り のル ートに つき まし

ては 、そ れぞれ 設置 や 目的な どが 異な ってい るも のでご ざい ます

が、 どの ような 取組 が できる のか 、そ れぞれ 案内 されて いる よう

な観 光事 業者の 御意 見 を伺っ てい きた いとい うふ うに考 えて ござ

います。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 １ ２月 議 会で私 の答 弁、 これは 白壁 土蔵群 のラ イト

アッ プを 行うこ とで 川 面に浮 かぶ 光、 桜の木 など 、風情 があ る状

況を 醸し 出すた めに 護 岸灯の 設置 を要 望して きた が、現 在の 検討

状況 を伺 うとい うこ と で、市 のほ うか らは加 茂川 護岸に 明か りを

整備 する ことで 米子 港 周辺や 城下 町エ リアに おけ る夜間 のま ち歩

きに つな がる新 たな コ ンテン ツに なる と考え てい る。今 後、 城下

町エ リア の環境 整備 や 山陰歴 史館 の再 整備な ど周 遊を促 し、 消費

を増 やす 取組を 進め る 中で設 置方 法や 費用の 整理 、調査 など を行

いた いと いう、 これ は 私とし ては 前向 きな答 弁を これ頂 戴し てお

りま す。 この護 岸灯 の 連担設 置に つい て、現 在の 検討状 況、 これ

を伺いたいと思います。

○岡田議長 石田文化観光局長。

○石 田文 化観光 局長 現在の 検討 状況 という とこ ろでご ざい ます

が、 加茂 川沿い の市 道 などに おき まし て、明 かり を併せ て整 備す

るよ うな 事業予 定が な いとい うこ とを 今確認 して いると ころ でご



ざい ます 。その こと か ら、以 前答 弁さ せてい ただ きまし たと おり、

今後 の城 下町エ リア の 環境整 備や 山陰 歴史館 の再 整備な ど周 遊を

促し 消費 を増や す取 組 を進め てい く中 で、明 かり の整備 につ きま

して も関 係者の 皆さ ん から御 意見 を伺 い、設 置方 法や費 用な どの

整理 、調 査を行 いた い という ふう に考 えてい ると ころで ござ いま

す。以上です。

○岡田議長 田村議員。

○田 村議 員 こ れ最 後 になり ます けれ ども、 護岸 灯の連 担設 置に

つい て、 夜のそ ぞろ 歩 きの風 情を 醸し 出すと いう ことに つい ては、

以前 から 申し上 げて お りまし たし 、Ｋ ＡＩＫ Ｅ ＡＫＡ ＲＩ Ｐ

ＡＲ Ｋ実 証実験 とい う のは令 和３ 年に 行われ 、現 在、皆 生み らい

の灯 りで すか、 明か り による 温泉 風情 の創出 とい う事業 がな され

てお りま す。私 も行 き ました が、 非常 に風情 があ って、 皆生 に立

ち寄 った らちょ っと 歩 いてみ よう かな という よう なこと であ りま

した 。駅 前のイ チョ ウ 並木の ライ トア ップと いう のも１ ２月 議会

で御 提案 申し上 げ、 こ れもま ちの 景観 、快適 な空 間形成 など の観

点で 、歩 いて楽 しい ま ちを彩 る一 つの コンテ ンツ になり 得る もの

と認 識し ており 、必 要 な対応 を考 えて いきた いと いう前 向き な答

弁も頂戴しております。

こ の町 並みの ライ ト アップ とい うこ とにつ いて 、私、 写真 を撮

って 加工 してま いり ま したの で、 ぜひ 御覧く ださ い。こ れ、 白壁

土蔵 のと ころな んで す けれど も、 加工 させて いた だきま した 。私

が頭 に描 いてい る連 担 灯の設 置と いう のはこ うい うこと でご ざい

ます 。今 、夜に なる と 真っ暗 で、 きれ いな、 白壁 土蔵と いう のは

並ん では います けれ ど も、や はり そこ に光が 当た ってな いと いう



こと によ って、 何に も 活用さ れて ない 。これ をこ のよう にラ イト

アッ プす ること によ っ て、私 がこ の写 真を見 ても らった 全て の人

から ネガ ティブ な発 言 は一切 あり ませ んでし た。 観光地 じゃ ない

かと 、こ れ歩き たい な と、様 々な 反応 がござ いま したが 、こ うい

った もの を視覚 的に 訴 えて町 並み の整 備とい うの はやっ ぱり やっ

ていくべきではないかというふうに私は訴えたいと思います。

私 も平 成２６ 年初 当 選以降 、一 貫し て米子 城跡 、また 周辺 の観

光地 化と いうこ とを 訴 えてま いり まし た。最 初は 、そん なも ん無

理だ 、や めとけ とい う 方が周 りに も多 かった んで すけれ ども 、そ

の後 、一 生懸命 、平 成 ２９年 、保 存活 用計画 、平 成３１ 年に は整

備基 本計 画がで き、 ま た伊木 市政 の下 で教育 委員 会から 経済 部へ

の移 管、 そして 駐車 場 、手す り、 トイ レ整備 など が進み 、今 この

整備 とい うのは 着実 に 進みつ つあ ると いうふ うに 思って おり ます。

これ をぜ ひ足を 止め る ことな く、 米子 市は稼 ぐま ちなん だと いう

こと をぜ ひ考え てい た だきた いと いう ふうに 思い ますし 、先 般２

月２ ０日 の高市 首相 の 所信表 明演 説で 、挑戦 しな い国に は未 来は

あり ませ んとい う言 葉 があり まし た。 米子も 同じ ように 打っ て出

ると いう ふうに 私は 言 ってお りま すが 、歴史 的建 造物の 復元 整備

など 、さ らに魅 力を 高 める米 子市 をつ くって 、引 き続き 打っ て打

って 打っ て打っ て打 っ て出る 米子 市を 目指し たい という ふう にお

誓い を申 し上げ 、私 の 質問を 終え たい と思い ます 。あり がと うご

ざいました。


